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編集発行  

コミュニティ 

協議会  

広報委員会  

人  口 

７，５３０人 

世 帯 数 

３，０３１世帯 

平成２７年６月現在 

         

平
成
27
年
度
五
常
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
総
会
を
４
月
19
日
に
委
任
状
を
含

む
20
自
治
会
（
理
事
会
）
及
び
13
専
門
組

織
の
責
任
者
の
出
席
を
得
て
、
五
常
小
学
校

で
開
催
し
ま
し
た
。
新
役
員
体
制
、
平
成
27

年
度
活
動
計
画
案
、
収
支
予
算
案
な
ど
が
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
多
数
の
皆
様

に
ご
出
席
い
た
だ
き
あ
り
が
ど
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

枚
方
市
は
自
主
防
災
活
動
に
対
す
る
補
助

金
を
今
年
度
も
20
万
円
と
し
ま
し
た
。
当
協

議
会
で
も
、
引
き
続
き
、
校
区
自
主
防
災
会

と
共
に
防
災
活
動
を
一
層
充
実
さ
せ
ま
す
。 

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
安
心
安
全
な
地

域
づ
く
り
の
重
要
な
基
盤
の
一
つ
で
す
。
こ

こ
数
年
来
継
続
し
て
い
る「
あ
い
さ
つ
運
動
」

や
、「
五
常
夏
祭
り
」
な
ど
の
「
五
常
の
四
季 

を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
」
は
、
ご
近
所
の
連
帯 

        

 

感
を
醸
成
す
る
キ
ッ
カ
ケ
で
あ
り
、
挨
拶
を

交
わ
す
地
域
の
人
々
の
姿
は
防
犯
に
も
役
立

っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。引
き
続
き
、

あ
い
さ
つ
運
動
や
地
域
の
行
事
を
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
校
区
内
の
都
市
再

生
機
構
跡
地
の
再
開
発
は
、
す
べ
て
の
地
区

が
民
間
に
譲
渡
さ
れ
、
先
行
地
区
で
は
新
た

な
住
民
の
入
居
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
、
す
べ
て
の
跡
地
に
お
い
て
相
当
の

期
間
に
わ
た
っ
て
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、

工
事
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
に
よ
る
公
害
問
題
や

防
犯
な
ど
の
懸
念
材
料
も
あ
り
ま
す
。
安
心

で
き
る
住
み
よ
い
五
常
校
区
を
目
指
し
て
、

皆
様
方
と
共
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

五
常
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
会
長 

 

野
々
村 

亘 

平
成
27
年
度
活
動
方
針 

１ 

五
常
の
四
季
を
楽
し
み
、
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り 

２ 

地
域
の
再
開
発
に
伴
う
環
境
問
題
へ
の

対
応 

３ 

地
域
力
向
上
の
た
め
の
人
材
育
成 

平
成
27
年
年
度
重
点
活
動
項
目 

１ 

安
全
部
門
（
自
主
防
災
会
、
防
犯
協
議

会
、
交
通
対
策
協
議
会
、
五
常
っ
子
見

守
り
隊
）
の
充
実 

２ 

あ
い
さ
つ
運
動
の
推
進 

３ 

合
同
会
議
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
強
化 

４ 

四
季
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
と
充
実 

５ 

広
報
活
動
の
充
実 

６ 

地
域
再
開
発
環
境
問
題
へ
の
対
応 

７ 

人
材
育
成
の
取
組
み 

平
成
27
年
年
度
事
業
計
画 

 
 

４
月 

第
６
回
煙
突
山
桜
祭
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
総
会 

５
月 
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
、
自
治

会
・
専
門
組
織
責
任
者
合
同
研
修
会 

６
月 

防
災
研
修
会
、
広
報
紙
発
行 

７
月 

合
同
会
議
（
自
治
部
会
・
専
門
部
会
） 

 

７
月 

第
８
回
五
常
夏
祭
り 

 
 

８
月 

防
犯
夏
期
パ
ト
ロ
ー
ル 

９
月 

合
同
会
議
、
防
災
会
議
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
、
広
報
紙
発
行 

10
月 

第
７
回
五
常
文
化
祭 

 
 

 
 

 

11
月 

合
同
会
議
、
美
化
運
動
推
進
月
間 

12
月 

防
災
会
議
、
防
犯
歳
末
パ
ト
ロ
ー
ル 

広
報
紙
発
行 

校
区
の
安
全
安
心
を
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！ 

平
成
27
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
総
会
を
開
催 
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収入科目 予算金額（円） 

  

支出科目 予算金額（円） 

枚方市コミュニティ補助金 1,178,000  事業費 1,330,000  

  

基礎額 (478,000) 
  

夏祭り (1,000,000) 

自主防災 (200,000) とんど祭り他 (330,000) 

小地域ネットワーク (500,000) 広報費 250,000  

コミュニティ活動費 500,000  防犯・交通・見守り活動費 200,000  

安全部門活動費 300,000  備品購入費 200,000  

その他の補助・助成金 49,000  事務費、研修費等 340,000  

事業収入(夏祭り売上) 900,000  自主防災活動 350,000  

前年度繰越金 399,079  小地域ネットワーク 500,000  

預金利息 121  特別積立、予備費等 156,200  

合      計 3,326,200  合        計 3,326,200  

 

 

１
月 

 

第
26
回
と
ん
ど
祭
り 

２
月 

 

合
同
会
議
、
防
災
会
議 

 
 

第
13
回
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

３
月 

広
報
紙
発
行 

平
成
27
年
度
予
算
の
概
要 

１ 

収
入 

主
な
収
入
は
枚
方
市
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
補
助
金
が
１
１
７
万
８
千
円
で
、
こ
の

う
ち
20
万
円
は
自
主
防
災
活
動
に
、
50
万 

円
は
福
祉
活
動
の
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
に
使
用
が
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
戸
に
２
百
円
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
費
が
50
万
円
、
１
２
０

円
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
安
全
部
門
活

動
費
が
30
万
円
の
他
、
夏
祭
り
な
ど
の
事
業

に
よ
る
売
り
上
げ
金
90
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。そ
の
他
、

前
年
度
繰
越
金
（
約
40
万
円
）、

日
赤
か
ら
の
助
成
金
な
ど
を
加

え
て
、
合
計
額
は
３
百
32
万
６

千
円
２
百
円
で
す
。 

２ 

支
出 

主
な
支
出
は
夏
祭
り
な
ど
の

行
事
（
と
ん
ど
祭
り
、
文
化
祭

な
ど
）
の
経
費
と
し
て
１
３
３

万
円
、
広
報
費
（
広
報
印
刷
費

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
料
な

ど
）
に
25
万
円
、
安
全
部
門
活

動
費
（
防
犯
、
交
通
対
策
、
五

常
っ
子
見
守
り
な
ど
）
に
20
万

円
、
備
品
購
入
費
（
綿
菓
子
機

な
ど
）
に
20
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
特
別
活
動
費
と
し
て

自
主
防
災
活
動
へ
は
枚
方
市
の

補
助
金
20
万
円
に
独
自
財
源

15
万
円
を
上
乗
せ
し
自
主
防

災
会
へ
35
万
円
を
支
出
、
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
（
福
祉
事
業
）
に
使
途
が
限
定
さ

れ
て
い
る
50
万
円
を
校
区
福
祉
委
員
会
へ

支
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
会
議
費

や
事
務
費
及
び
研
修
費
な
ど
を
合
わ
せ
て
支

出
の
合
計
額
は
３
百
32
万
６
千
円
２
百
円

で
す
。 

                         

平
成
27-

28
年
度 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
役
員 

会 

長 

野
々
村 

亘 
 

副
会
長 

山
口 

楠
夫(

安
全
部
会) 

副
会
長 

上
野 

精
順(

行
事
担
当) 

副
会
長 

倉 
 

洋
子(

青
少
年
部
会) 

副
会
長 

宮
路 

美
佐(

福
祉
部
会) 

副
会
長 

中
尾  

群(

環
境
部
会) 

事
務
局
長 

光
岡 

和
彦(

広
報
委
員
長) 

会 

計 

山
内 

佳
与
子 

 

書 

記 

西
田 

佳
子 

 

書 

記 

磯
部 

智
子 

会
計
監
査 

岩
田 

敬
子
、
森
川 

茂 

顧 

問 
 

大
槻
哲
也
元
市
議
会
議
長 

野
村
生
代
市
議
会
議
員 

森
山
明
彦
五
常
小
学
校
校
長 

相
談
役 

奥
長 

滋
嘉 
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自
治
会
は
、
日
常
的
な
親
睦
や
交
流
を
通

じ
て
地
域
の
連
帯
感
を
高
め
、
安
全
で
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
、
自
主
的

に
組
織
さ
れ
る
団
体
で
す
。
地
域
で
暮
ら
し

て
い
く
上
で
生
じ
る
様
々
な
問
題
を
解
決
す

る
た
め
、
力
と
知
恵
を
出
し
合
い
、
協
力
し

な
が
ら
、
各
種
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

 

枚
方
市
に
よ
る
と
、
自
治
会
に
入
ら
な
い

人
の
割
合
が
徐
々
に
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
の
理
由
に
は
「
自
治
会
が
何
を
し
て
い
る

の
か
わ
か
ら
な
い
」「
自
治
会
加
入
の
メ
リ
ッ

ト
が
わ
か
ら
な
い
」「
役
が
回
っ
て
き
た
ら
し

ん
ど
い
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
自
治
会
に
加
入
し
な
い
人
が
増

え
る
と
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
弱
く
な
り
、

個
人
や
家
庭
で
解
決
で
き
な
い
問
題
や
、
地

域
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る

こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。 

 

自
治
会
活
動
は
日
常
の
交
流
を
通
じ
て
、

い
ざ
と
い
う
時
に
助
け
合
え
る
関
係
を
つ
く

り
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
基
盤
に
つ

な
が
る
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

                   
 

右
の
表
は
20
年
前
の
阪
神
淡
路
大
震
災

時
に
ガ
レ
キ
の
下
か
ら
救
出
さ
れ
た
生
存
者

の
95
％
以
上
が
家
族
や
近
所
の
人
に
救
助

さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

 

災
害
時
に
お
け
る
地
域
の
住
民
の
助
け
合

い
の
他
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
課
題
な
ど
、

自
治
会
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
、
力
を

合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

枚
方
市
の
自
治
会
へ
の
支
援 

１ 

市
民
公
益
活
動
補
償
保
険 

団
体
の
活
動
中
に
、
偶
然
に
起
き
た
事
故

で
ケ
ガ
な
ど
を
負
っ
た
場
合
に
、
保
険
会
社

と
の
契
約
に
基
づ
き
保
険
金
を
支
払
う
制
度
。

保
険
料
は
全
額
市
が
負
担
。
年
度
途
中
で
代

表
者
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、
自
治
会
等

代
表
者
報
告
書
（
変
更
）
が
必
要 

  ２ 

防
犯
灯
電
気
料
金
補
助
制
度 

自
治
会
で
管
理
し
て
い
る
防
犯
灯
の
電
気

料
金
を
補
助  

 

３ 

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
促
進
事
業  

自
治
会
で
管
理
し
て
い
る
蛍
光
灯
式
の
防

犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
場
合
、
交
換
に
係
る

費
用
を
１
灯
あ
た
り
上
限
１
万
２
千
円
補
助 

  ４ 

再
生
資
源
集
団
回
収
報
償
金 

自
治
会
・
子
ど
も
会
な
ど
の
団
体
が
自
主

的
に
行
う
集
団
回
収
に
対
し
報
償
金
を
交
付 

 ５ 

自
治
会
掲
示
板
交
付
事
業 

同
一
年
度
に
つ
き
、
１
自
治
会
に
１
枚
、

掲
示
板
（
現
物
）
を
交
付 

 

６ 

自
治
会
館
建
設
等
助
成
制
度  

建
設
、
建
替
え
、
耐
震
改
修
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
水
洗
化
な
ど 

（
１
、
５
、
６
は
市
民
活
動
課
、
２
～
３
は

危
機
管
理
室
、
４
は
減
量
業
務
室
が
担
当
し

て
い
ま
す
） 

                     

生き埋めや閉じ込められた際の救助 

誰が 割合（％） 自助・共助・公助の別 

自力で ３４．９ 自助  ６６．８％ 

家族に ３１．９ 

友人・隣人に ２８．１ 共助  ３０．７％ 

通行人に ２．６ 

救助隊に １．７ 公助   １．７％ 

その他 ０．９  

（日本火災学会：1995年兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書） 

 

再
生
資
源
集
団
回
収
報
償
金
と
は 

枚
方
市
内
の
子
ど
も
会
、
自
治
会
、
老

人
会
、
管
理
組
合
等
の
営
利
を
目
的
と
し

な
い
団
体
で
、
半
年
間
に
定
期
的
に
３
回

〈
２
か
月
に
１
回
〉
以
上
の
集
団
回
収
を

行
う
団
体
に
対
し
て
、
回
収
業
者
に
売
却

し
た
量
１
Kg
あ
た
り
４
円
の
報
奨
金
が
、

枚
方
市
か
ら
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

報
償
金
の
交
付
対
象
品
目
は
、
新
聞

紙
・
雑
誌
等
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
古
布
類
・

ア
ル
ミ
缶
・
牛
乳
パ
ッ
ク
・
紙
製
容
器
包

装
で
、
ア
ル
ミ
缶
だ
け
の
回
収
の
場
合
は

報
償
金
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。
現
在
６
０
０
の
団
体
が
登
録

さ
れ
、
25
年
度
は
７
６
５
０
万
円
ほ
ど
の

補
助
金
が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。  

詳
し
く
は
、
枚
方
市
環
境
事
業
部 

減
量

業
務
室
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

(

電
話072-849-7969) 

 

知
っ
て
い
ま
す
か
？
自
治
会
活
動
っ
て
！ 

自
治
会
は
あ
な
た
の
街
の
お
役
に
た
っ
て
い
ま
す 
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４
月
５
日
（
日
）
に
五
常
の
四
季
を
楽
し

む
春
の
行
事
「
煙
突
山
桜
祭
り
」
を
枚
方
市

人
権
政
策
室
主
催
の
「
妙
見
山
の
煙
突
見
学

会
」
と
同
時
開
催
し
ま
し
た
。 

煙
突
山
の
入
口
付
近
の
桜
は
染
井
吉
野
、

頂
上
斜
面
付
近
は
山
桜
で
開
花
時
期
が
異
な

る
こ
と
か
ら
、
長
期
間
桜
を
楽
し
め
る
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
開
花
が
早

ま
り
、
当
日
に
桜
が
残
っ
て
い
る
か
を
心
配

す
る
こ
と
が
続
い
て
い
ま
す
。 

今
年
も
桜
の
開
花
は
平
年
よ
り
早
か
っ
た 

の
で
す
が
、
祭
り
の
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨

模
様
で
し
た
。
そ
れ
で
も
午
前
中
の
小
雨
の

合
間
に
、
し
っ
と
り
と
し
た
桜
や
、
日
頃
は

入
れ
な
い
煙
突
山
か
ら
周
辺
の
景
色
を
目
当

て
に
２
３
８
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

    午
後
か
ら
は
雨
足
が
強
ま
り
、
風
も
出
て
き

た
た
め
、
人
出
は
パ
ッ
タ
リ
と
途
絶
え
、
妙

見
山
入
口
付
近
の
満
開
の
染
井
吉
野
を
散
ら

す
無
情
の
雨
と
な
り
ま
し
た
。 

五
常
校
区
で
最
も
高
い
妙
見
山
の
頂
上
か

ら
は
、
遠
く
は
北
摂
連
山
や
生
駒
の
山
な
み

な
ど
、
眼
下
に
は
五
常
校
区
の
街
並
み
が
一

望
で
き
ま
す
。 

来
年
は
、
香
里
団
地
随
一
の
眺
望
を
楽
し

め
る
天
気
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！ 

 

 

                     

枚
方
市
は
平
成
25
年
度
か
ら
５
年
を
目

途
に
自
治
会
等
が
維
持
管
理
す
る
防
犯
灯

（
約
２
万
６
千
灯
）
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て

い
ま
す
。
蛍
光
灯
に
比
べ
て
６
割
以
上
電
力

使
用
量
が
少
な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
電
気
料
金
の
節

約
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
貢
献
し
ま
す
。 

                 

 

五
常
校
区
で
は
平
成
26
年
度
ま
で
に
１

３
９
灯
、
今
年
度
も
96
灯
分
の
補
助
金
が
配

分
さ
れ
、
今
年
度
末
に
は
校
区
の
４
２
７
灯

の
約
半
数
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。 

夜
道
を
照
ら
す
防
犯
灯
は
地
域
の
安
全
に

も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
各
自
治
会
に
お
か
れ

て
は
、
引
き
続
き
計
画
的
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進

め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

  
 
 

第
８
回
五
常
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
す 

 

五
常
の
四
季
を
楽
し
む
行
事
、
夏
の
イ
ベ
ン
ト
の
五
常
夏
祭
り
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
第
１
回
夏
祭
り
実
行
委
員
会
が
６
月
14
日
に
開
か
れ
、
今
年
も
み
な
さ
ま
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
頑
張
り
ま
す
。 

日 

時 

平
成
27
年
７
月
25
日
（
土
）
開
場 

午
後
４
時
30
分 

閉
会
午
後
９
時 

場 

所 

五
常
小
学
校
運
動
場
（
雨
天
の
場
合
は
体
育
館
な
ど
） 

予 

定 

模
擬
店
の
販
売
開
始
は
５
時
、
開
会
式
は
６
時
（
予
定
） 

 
 
 
 
 

今
年
も
や
り
ま
す
「
お
楽
し
み
大
抽
選
会
」
は
７
時
半
頃
か
ら 

催 

物 

模
擬
店
（
綿
菓
子
、
焼
き
そ
ば
、
飲
み
物
な
ど
）、
ゲ
ー
ム
（
ス
ー
パ
ー
ボ

ー
ル
す
く
い
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
） 

 
 
 
 
 

京
炎
そ
で
ふ
れ
、
め
ち
ゃ
ハ
ッ
ピ
ー
隊
の
ダ
ン
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど 

手
作
り
の
楽
し
い
夏
の
夕
べ
を
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
楽
し
み
下
さ
い
。 

（
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
校
舎
内
立
入
は
厳
禁
。
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。） 

防
犯
灯
半
数
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化 

小
雨
の
中
２
０
０
人
以
上
が
桜
を
楽
し
む 

第
６
回
煙
突
山
桜
祭
り
開
催 

満開の煙突山麓の桜 

小雨に煙る煙突山からの眺望 


